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TestRail 管理者ガイド

TestRail のセットアップに関する情報を記載しています。これから運用を開始したり、TestRail の評価を行う場合

にお読みください。

オフラインで閲覧する場合は、PDF 版をダウンロードしてください。
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1. はじめに

1. はじめに

本書の説明、前提事項を説明しています。

2. ユーザーとグループ

2. ユーザーとグループ

TestRail にユーザーを追加する方法、権限、ユーザーグループについて説明しています。

3. プロジェクト作成

3. プロジェクト作成

TestRail のプロジェクト作成、プロジェクトのアクセス制御について説明しています。

4. カスタムマイズ

4. カスタマイズ

テストケースやテスト結果のカスタムフィールド、UI スクリプトなどの TestRail のカスタマイズについて説明し

ています。

5. テストケースのインポート

5. テストケースのインポート

Excel ファイルなど TestRail 外部で管理しているテストケースをインポートする方法について説明しています。

6. 高度な設定

6. 高度な設定

TestLink からの移行、課題・要件管理ツール連携、REST API の利用について説明します。
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7. その他

7. その他

TestRail のバックアップなど、知っていると便利な Tips を紹介します。
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1. はじめに

本書は TestRail 6.3.1.1008 で動作確認をしています。 ご利用の環境によっては、画面レイアウトや操作手順が異

なる可能性がございます。

1-1. 前提

このガイドは、以下の事項が実施されていることを前提としています。

1-1-1. TestRail がインストールされている

TestRail のシステム要件、インストール方法については TestRail 管理マニュアルをご参照ください。

要件
Windows へのインストール
Unix/Linux へのインストール
Docker へのインストール

1-1-2. TestRail のライセンスが有効である

TestRail のライセンスが有効であることをご確認ください。

ライセンスの有効期間が切れている場合、管理者ユーザーでログイン後自動でライセンス設定画面に遷移します。

現在利用しているライセンスの有効期限は、[管理] > [ライセンス] で確認できます。

1-1-3. 管理者権限のユーザーである

本ガイドは管理者権限をもつユーザーが操作することを前提としています。

インストール時に作成したユーザーは自動で管理者ユーザーになります。 インストール時に作成したユーザー以外

で本ガイドの操作をする場合は、管理者ユーザーであることをご確認ください。

ユーザーが管理者ユーザーかどうかは [管理] > [ユーザーとロール] > [ユーザー] タブでユーザー名の横に (Admin)

の記載があるかを確認してください。
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1-2. TestRail の評価・運用開始までの流れ

TestRail をインストールする。1.
TestRail の設定を実施する。（本書ではこの設定に関して説明しています。）2.

ユーザーとグループの設定
プロジェクト作成
テストケースのインポート

TestRail の基本操作を学ぶ。（チュートリアル を利用する）3.
評価・運用を開始し、必要に応じて TestRail の設定を変更する。4.

1-3. リンク

チュートリアル
次の章：2. ユーザーとグループ
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2. ユーザーとグループ

本章では、ロールとユーザー、グループの作成方法について説明します。 TestRail を利用するには、ユーザーが

TestRail にログインする必要があり、管理者は TestRail を利用するメンバー毎のログインユーザーを作成します。

2-1. ユーザーの追加

ユーザーの追加は、[管理] > [ユーザーとロール] > [ユーザー] タブで行います。

ユーザーの追加は、1 ユーザー毎追加する方法と、複数ユーザーを一度に追加する方法の 2 通りがあります。

2-1-1. ユーザーを 1 人ずつ追加する

ユーザーの追加 ボタンを押下します。

ユーザータブ

登録するユーザーに合わせてユーザー情報を設定します。
本画面で設定した内容は、ユーザーがログイン後、変更することができます。
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電子メールでユーザーを招待
新規ユーザー登録後、パスワード設定用のリンクをユーザーに対してメール送信します。
ユーザーは、メールに記されたリンクから TestRail にアクセスして初回ログインを行うこ
とができます。
事前にメールサーバーの設定が必要です。メールサーバーの設定は [管理] > [サイト設定]
> [電子メール] タブで行います。

注意：TestRail は STARTTLS を使ったメール送信に対応していません。STARTTLS を
使っている場合は、中継サーバー等を設定してください。

手動でパスワードを指定する(招待メールは送信されません)
ユーザー登録時に、管理者がパスワードの登録も行います。
ユーザー登録後、ユーザーには登録されたことを知らせるメール通知は行われません。
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登録したパスワード情報を、ユーザーに通知する必要があります。

アクセスタブ

登録するユーザーに合わせてユーザーのアクセス権を設定します。
ロール、グループについては、本章の以降の項目で説明します。

このユーザーはアクティブ
ユーザーが TestRail にログインするには、アクティブ (チェックボックスがON) である必
要があります。
人員の入替など、TestRail のログインが不要にならない限り、アクティブ としてください。

このユーザーは管理者
管理者は、TestRail の管理メニューの操作が行うことができます。
通常、テスト管理のためだけに TestRail を利用する場合、管理者である必要はありません。

ユーザーの追加 ボタンを押下してユーザーを登録します。

2-1-2. 一度に複数ユーザーを追加する

複数のユーザーの追加 ボタンを押下します。
追加するユーザー名とメールアドレスをカンマ区切りで設定します。
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この例では 2 ユーザーが追加されます。

ユーザーのロールやグループ、言語などをデフォルト値から変更する場合は、「ロールやグループな
どのその他のフィールドを設定するか、デフォルトのままにします。」をクリックして設定を行いま
す。
ここで設定した内容は、追加する全ユーザーに反映されます。

メール送信設定を行います。
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チェックボックスを有効化していると、新規ユーザーの登録後、ユーザーに対してパスワード設定用
のリンクがメール送信されます。
ユーザーは、メールに記されたリンクから TestRail にアクセスしてパスワード設定、初回ログイン
を行うことができます。
事前にメールサーバーの設定が必要です。メールサーバーの設定は [管理] > [サイト設定] > [電子メー
ル] タブで行います。

注意：TestRail は STARTTLS を使ったメール送信に対応していません。STARTTLS を使ってい
る場合は、中継サーバー等を設定してください。

2-1-3. ライセンスとユーザーについて

TestRail のライセンスは、TestRail 上で アクティブ なユーザー数に紐づきます。

ログインしたことが無いユーザーや、現在ログイン中ではないユーザーであっても、ステータスがアクティブであ

ればライセンスは消費されます。

ライセンスを解放したい場合は、ユーザーのステータスを 非アクティブ に変更します。(非アクティブにするとロ

グインできなくなります。)

例えば、登録されているユーザーが次の画像の状態である場合、ステータスが アクティブ なユーザーが 3 人存在

するので TestRail のライセンスは 3 ユーザー分利用されていることになります。

上の画像を次の画像のように変更した場合、TestRail のライセンスは 2 ユーザー分利用されていることになります。

ユーザーのステータスを変更する方法

ユーザーのステータスを切り替えるには、ユーザー一覧画面のステータスプルダウンを選択します。
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または、ユーザーを選択してユーザーの編集画面で このユーザーはアクティブ チェックボックスを ON/OFF しま

す。

ユーザーの非アクティブと無効化

ユーザー編集画面の右側に表示されるアクションの このユーザーを無効にする は、ユーザーの非アクティブ化と

は異なります。
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このユーザーを無効にする を選択した場合、該当のユーザーは個人を特定できないようにユーザー名やメールアド

レスが難読化した値に置き換えられます。

TestRail 上でこのユーザーがおこなった活動 (テスト結果の登録やテストケースの作成など) は全て置き換えられた

ユーザー名で更新され、TestRail 上のあらゆるデータからユーザー個人を特定することができなくなります。

TestRail のライセンス解放を目的とする場合は、必ず無効化ではなく、ステータスの 非アクティブ 化をしてくださ

い。

2-1-4. シングルサインオン (SSO) について

カスタム認証スクリプトを利用すると、外部システムと統合して SSO (シングルサインオン) 機能を実装することが

できます。

Active Directory サービスや LDAP サービスと統合するカスタム認証スクリプトも提供しています。

詳細は、オンラインマニュアルの 認証とシングル サインオン をご確認ください。

認証とシングル サインオン

TestRail Enterprise 版を利用すると、SAML 2.0 プロトコルを使用する任意の SSO ID プロバイダー (IdP) と

TestRail を統合することもできます。

TestRail Enterprise 版についてご興味がございましたら、お問い合わせください。

2-2. グループの追加

TestRail では、複数のユーザーをグループで管理することができます。

1人のユーザーが複数のグループに所属することができ、作成したグループは、TestRail 上のプロジェクトに対す

るアクセス権の管理に利用します。特定のプロジェクトに関係したユーザーや、プロジェクトに対して同じアクセ

ス権限を持たせたいユーザーをまとめて管理できます。
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2-3. ロール

ロールとは、ユーザーおよびグループに割り当てるアクセス権です。

TestRail には、Read-only、Tester、Designer、Lead の 4 つのロールがあらかじめ用意されています。

次の表は、各ロールにおけるデフォルトの権限です。

〇：操作可
×：操作不可
- ：機能が存在しない
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ロール パーミッション 追加・編集 削除 閉じる 修正

Read-only 添付ファイル × × - -

ケースとセクション × × - -

設定 × × - -

マイルストーン × × - -

ランと計画 × × × -

ランと計画 (完了) - × - -

レポート × × - -

レポート (定期) × × - -

スイート × × - -

テスト結果 × - - ×

Tester 添付ファイル ○ ○ - -

ケースとセクション × × - -

設定 × × - -

マイルストーン × × - -

ランと計画 ○ × × -

ランと計画 (完了) - × - -

レポート ○ ○ - -

レポート (定期) ○ ○ - -

スイート × × - -

テスト結果 ○ - - ×

Designer 添付ファイル ○ ○ - -

ケースとセクション ○ ○ - -

設定 × × - -

マイルストーン × × - -

ランと計画 ○ × × -

ランと計画 (完了) - × - -

レポート ○ ○ - -

レポート (定期) ○ ○ - -

スイート × × - -

テスト結果 ○ - - ×

Lead 添付ファイル ○ ○ - -

ケースとセクション ○ ○ - -

設定 ○ ○ - -

マイルストーン ○ ○ - -

ランと計画 ○ ○ ○ -

ランと計画 (完了) - × - -

レポート ○ ○ - -

レポート (定期) ○ ○ - -

スイート ○ ○ - -

テスト結果 ○ - - ×

インストール後は Lead ロールがデフォルトのロールに設定されており、ユーザーやグループの作成時に指定が無

い場合は自動的に Lead がユーザーのロールに割り当てられます。

2.user 13



2. ユーザーとグループ

Copyright (c) 2021 TechMatrix Corporation. All rights reserved.

ご利用の状況に合わせて、デフォルトのロールを Lead から変更したり、4 つのロールの設定を変更すること、新

しいロールを追加することもできます。

ロールの追加/編集は、[管理] > [ユーザーとロール] > [ロール] タブで行います。

2-3-1. グローバルロールとプロジェクトアクセスについて

各ユーザーに設定されているロールは グローバルロール です。

グローバルロールは、各プロジェクトに対するアクセス権として利用されます。

例えば、ユーザー設定で Lead ロールが割り当てられているユーザーは、プロジェクト側で制御をしない限

り、TestRail 状の全プロジェクトに対して Lead の権限でアクセスできます。これは、このユーザーが全プロジェ

クトのテストケースの追加/削除/変更ができることを意味しています。

各ユーザーのグローバルロールでプロジェクトにアクセスさせないようにするには、プロジェクト毎にアクセス権

を設定する必要があります。詳細は、プロジェクト作成 をご確認ください。

2-4. リンク

前の章：1. はじめに
次の章：3. プロジェクト作成
関連マニュアル：ユーザーのパーミッションとロールの管理
関連マニュアル：ユーザーとセキュリティの管理
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3. プロジェクト作成

本章では、プロジェクトの作成 について説明します。 プロジェクトは TestRail の主要な構成単位です。一般的に

は、TestRail 内で管理するソフトウェア プロジェクトごとに TestRail プロジェクトを作成します。

3-1. プロジェクトを作成する

プロジェクトの追加/編集は、以下からできます。

ダッシュボード画面の [プロジェクトの追加] ボタン

[管理] タブ> [プロジェクト] > [プロジェクトの追加] ボタン

3-2. プロジェクトタイプの選び方

TestRail には 3 つのプロジェクトタイプがあります。それぞれテストケースの管理方法が異なるため運用にあった

プロジェクトタイプを選択してください。

3-2-1. すべてのケースについて単一リポジトリを使用する

プロジェクト内のすべてのテストケースを一つのテストスイート(リポジトリ)で管理するプロジェク
トタイプです。
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テストスイート内のセクションやサブセクションを使用することでテストケースを分類することがで
きます。
プロジェクトの構成がシンプルであり、テストランやテスト計画の作成、プロジェクト全体のレポー
ト作成を簡単に行うことができるプロジェクトタイプです。
テストスイートをバージョン管理する場合は、「ベースラインサポートありの単一リポジトリ」を利
用してください。

3-2-2. ベースライン サポートありの単一リポジトリを使用する

プロジェクト内のすべてのテストケースを一つのテストスイート(リポジトリ)で管理するプロジェク
トタイプです。
テストスイート内のセクションやサブセクションを使用することでさらにテストケースを分類するこ
とができます。
テストスイート全体をベースラインとして保持する（バージョン管理する）ことができ、いつでも必
要なベースラインのテストケースを使うことができます。
並行開発などプロジェクトで複数バージョンのテストを管理する必要がある場合や、以前のバージョ
ンのテストを実施することがある場合はこのプロジェクトタイプを利用します。

3-2-3. 複数テスト スイートを使用してケースを管理する

テストプロジェクト内のテストケースを複数のテストスイート(リポジトリ)で管理するプロジェクト
タイプです。
テストスイート内のセクションやサブセクションを使用することでさらにテストケースを分類するこ
とができます。
テストケースを機能やテスト手法で分けて管理したい場合はこのプロジェクトタイプを利用します。
一部のレポートはテストスイート単位で生成されます。プロジェクト全体の情報を確認するには、テ
ストスイート数分のレポート生成が必要です。

3-2-4. 注意

UI テスト自動化ツール Ranorex と連携する場合は、「複数テストスイートを使用してケースを管理
する」を使用する必要があります。
「すべてのケースについて単一リポジトリを使用する」で作成したプロジェクトを、「ベースライン
サポートありの単一リポジトリを使用する」や「複数テスト スイートを使用してケースを管理する」
に変更することはできますが、その逆はできません。

3-3. アクセス権の設定

ユーザーに対してプロジェクトのアクセス権を制御することができます。

プロジェクトの編集 > [アクセス] タブで設定を行います。
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ここでは以下の 2 つの設定を行うことができます。

プロジェクトのデフォルトアクセスを設定すること
特定のユーザーまたはグループにアクセス権を割り当てること

3-3-1. プロジェクトのデフォルトアクセスを設定する

デフォルトアクセス は、プロジェクトのアクセス権を上書きしない すべてのユーザー および グループ に適用され

ます。

以下のいずれかを選択することができます。

グローバルロール
アクセスなし
TestRail 上に存在するロール

グローバルロール

全てのユーザーがユーザー自身のロールでこのプロジェクトにアクセスすることができます。

次のユーザー一覧の画像を例にすると、中村さんは、グローバルロール を選択しているプロジェクトに Lead ロー

ルの権限でアクセスでき、伊藤さんは Tester ロールの権限でアクセスできます。
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アクセスなし

全てのユーザーはこのプロジェクトにアクセスすることができません。

アクセスするには、ユーザー毎またはグループでアクセス権を変更する必要があります。

TestRail 上に存在するロール

全てのユーザーが選択した ロール でこのプロジェクトにアクセスすることができます。

ロールの設定は、[管理] タブ > [ユーザーとロール] > [ロール] タブにあります。

注意

デフォルトアクセスの設定は、全てのユーザー、グループに反映されることに注意してください。

例えば、デフォルトアクセスで Read-only を選択した場合、ユーザー、グループ毎にアクセス権を設定しない限

り、TestRail 上の全てのユーザーがこのプロジェクトを参照できることになります。

3-3-2. 特定のユーザーまたはグループにアクセス権を割り当てること

ユーザーまたはグループにこのプロジェクトへのアクセス権を個別に設定します。

ここで設定した値は、デフォルトアクセス で設定したアクセス権を上書きします。
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ユーザー毎の設定

次の画面において、デフォルトアクセスで グローバルロール が選択されている場合を想定します。

中村さんのグローバルロールは Lead ですので、プロジェクトアクセスを設定しない “―” の状態1.
では、このプロジェクトに対して Lead のアクセス権を持ちます。
中村さんのプロジェクトアクセスを Read-only にすると、中村さんはこのプロジェクトに対して2.
Read-only のアクセス権を持つことができます。(中村さん自身のグローバルロールを上書き)
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グループ毎の設定

デフォルトアクセスでグローバルロール が選択されている場合を想定します。

伊藤さんは、SampleGroup グループに属しています。
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伊藤さんのグローバルロールは Lead ですので、ユーザー/グループどちらかのプロジェクトアクセ1.
スを設定しない “―” の状態では、このプロジェクトに対して Lead のアクセス権を持ちます。
SampleGroup グループのプロジェクトアクセスを Read-only にすると、伊藤さんはこのプロジェク2.
トに対して Read-only のアクセス権を持つことができます。(伊藤さん自身のグローバルロールを上
書き)

ユーザーとグループの優先順位

ユーザーと所属するグループの両方でプロジェクトアクセスが設定されている場合は、以下の順番で優先されます。

(最優先) ユーザーのプロジェクトアクセス1.
グループのプロジェクトアクセス2.
デフォルトアクセス3.

デフォルトアクセスで グローバルロール が選択されている場合を想定します。

伊藤さんは、SampleGroup グループに属しています。
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伊藤さん自身のプロジェクトアクセスで アクセスなし、 SampleGroup グループのプロジェクトアクセスで Read-

only を選択します。

伊藤さんのこのプロジェクトに対するアクセス権は アクセスなし になります。
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3-4. ユースケース

3-4-1. グローバルにユーザーアクセス権を制限する

ユーザーのアクセス権を制限したい場合、あらかじめ TestRail に用意されているロールまたは、独自のロールを作

成してユーザーに割り当てます。

ロールを使用すると、次のようなアクセス権の制御ができます。

ユーザーがプロジェクトに対してテスト結果を追加できるが新しいケースを追加できないようにす
る(Tester)　
ユーザーがプロジェクトに対していずれの変更もできないようにする (Read-only)

3-4-2. プロジェクトごとに個別のアクセス権を設定する

プロジェクトごとにユーザーのアクセス権を変更したい場合は、プロジェクト設定で各ユーザーの固有ロールを選

択して割り当てます。

あるユーザーがほとんどのプロジェクトで Designer ロールを使用する場合は、この Designer ロー1.
ルをユーザーのロールとして割り当てます。([管理] > [ユーザーとロール] > [ユーザー] タブ > (ユー
ザーの) ロール )
このユーザーが特定のプロジェクトで Lead ロールを必要とするなら、そのプロジェクトの [アクセ2.
ス] ページでユーザーのプロジェクトアクセスで Lead ロールを選択します。([管理] > [プロジェク
ト] 、 [プロジェクト]　> アクセス タブ)

3-4-3. プロジェクトメンバー以外のすべてのユーザーに対してプロジェクトを非表示にする

プロジェクトにアクセスさせたくないユーザーが多い場合は、デフォルトでプロジェクトを非表示にして、プロジェ

クトメンバーだけにアクセスを許可します。

プロジェクトのデフォルトアクセスとして アクセスなし を設定します。1.
プロジェクトメンバーやグループのプロジェクトアクセスにロールを割り当てます。2.

3-4-4. プロジェクトを読み取り専用にする

もう作業をしていないが TestRail に保存しておきたいプロジェクトは読み取り専用にすることができます。

プロジェクトのデフォルトアクセスで Read-only ロールを設定します。

特定のユーザーに対してこのロールを上書きしない限り、すべてのユーザーは読み取り専用でこのプロジェクトに

アクセスできます。

3-5. リンク

前の章：2. ユーザーとグループ
次の章：4. カスタマイズ
関連マニュアル：TestRail 入門
関連マニュアル：ユーザーとセキュリティの管理

3.project 23

https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-guide/user
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-guide/user
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-guide/user
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-guide/customize
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-userguide/userguide-gettingstarted
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-userguide/userguide-gettingstarted
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-userguide/howto-security
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-userguide/howto-security
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-userguide/howto-security
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-userguide/howto-security
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-userguide/howto-security


4. カスタマイズ

Copyright (c) 2021 TechMatrix Corporation. All rights reserved.

4. カスタマイズ

本章では、カスタマイズ について説明します。

TestRail ではテストケースとテスト結果の入力用にカスタムフィールドを追加したり、優先度やステータスをカス

タマイズすることができます。

4-1. フィールド

フィールドの追加/編集は、[管理] > [カスタマイズ] でおこないます。

カスタムフィールドはテストケースとテスト結果に追加することができます。

テストケース：テストケースの入力および表示用にカスタムフィールドを追加
テスト結果：テスト結果の入力および表示用にカスタムフィールドを追加

カスタマイズしたフィールドは、TestRail 上の全てのプロジェクトまたは特定のプロジェクトで利用できます。

4-1-1. ケースフィールド

テストケースの追加、編集画面のフィールドをカスタマイズできます。

※赤枠のフィールドがカスタムフィールドとして追加されたフィールド。それ以外はデフォルトのフィールドです。

4-1-2. 結果フィールド

結果の追加画面のフィールドをカスタマイズできます。
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※赤枠のフィールドがカスタムフィールドとして追加されたフィールド。それ以外はデフォルトのフィールドです。

4-1-3. フィールドの追加方法

ケースフィールド、または結果フィールドの フィールドの追加 ボタンを押下します。1.
入力画面に沿って設定します。2.

選択可能な タイプ についてはカスタム フィールドの設定 > 基本ご参照ください。
プロジェクトとオプションの追加 についてはカスタム フィールドの設定 > プロジェクトの割り当て3.
をご参照ください。
フィールドの追加 ボタンを押下してフィールドを追加します。4.

4-2. テンプレート

テンプレートはテストケースの追加、編集画面に表示される ケースフィールド と結果の追加画面に表示される 結

果フィールド の構成を管理するテンプレートです。

標準で 3 つのテンプレートが用意されています。

Test Case (text)
Test Case (Steps)
Exploratory Session

テンプレートの追加 では、テンプレート名 、テンプレートを使うプロジェクトなどテンプレートの定義だけを設

定することができます。

テンプレートでどのフィールドを利用するかは、ケースフィールド および 結果フィールド の フィールドは次のテ

ンプレートにだけ適用される で設定します。
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4-3. ケースタイプ

ケースタイプは、テストケースの タイプ フィールドの項目をカスタマイズできます。

4-4. 優先度

優先度は、テストケースの 優先度 フィールドの項目をカスタマイズできます。
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4-5. ステータス

ステータスは、テスト結果の ステータス をカスタマイズできます。

新しいステータスを追加する場合は、名前が Unnamed N のステータスを編集してください。

4-5-1. このステータスは最終ステータスについて

このステータスを最終ステータス (テストが完了して、再テストは不要な状態) とするかどうかを設定します。

TestRail のステータスは、テストの進捗管理のデータとして利用されており、マイルストーンやテストランの 進捗

の計算に影響します。
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デフォルトで用意されているステータスは、以下のステータスが最終ステータスです。

Passed
Blocked
Failed

それ以外の Untested、Retest は最終ステータスではありません。

4-5-2. ステータスはアクティブについて

結果の追加画面の ステータス プルダウンに表示されるようにするには、ステータスが アクティブ である必要があ

ります。

不要になったステータスは非アクティブに変更してください。

4-6. UI スクリプト

TestRail の UI (ユーザーインターフェイス) をカスタマイズして画面の一部を強調したり、不要なボタンを非表示に

することができます。

UI スクリプトの追加には、基本的な HTML、CSS、および JavaScript の知識が必要です。

詳細は、オンラインマニュアル の以下の章をご確認ください。(サンプルコードも掲載されています。)

UI スクリプト

4-7. リンク

前の章：3. プロジェクト作成
次の章：5. テストケースのインポート
関連マニュアル：カスタム フィールドの設定
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5. テストケースのインポート

本章では、テストケースのインポートについて記載します。 これまで外部ファイルで管理していたテストケースを

TestRail で管理するには、テストケースをインポートする必要があります。

インポート可能なフォーマットは以下の通りです。

XML：TestRail 固有のフォーマットに対応した XML ファイルからテストケースをインポートできま
す。

「既存テストケースの更新 (テストケースIDで紐づけ)」、「新規テストケースの追加」い
ずれかを選択します。
TestRail のテストケースを外部で編集後、再インポートする場合に適してます。

CSV：CSV ファイルに定義されたテストケースを TestRail の項目とマピングしてインポートできま
す。

インポートするテストケースは新規テストケースとして追加されます。(既存のテストケー
スの更新は出来ません。)
Excel 等で管理されているテストケースを TestRail にインポートする場合に使用します。

5-1. テストケーステンプレートを決定する

TestRail にはテストケースの内容によって使い分けることができる 3 つのテストケーステンプレートを用意してい

ます。

テストケースをインポートする前に、既存のテストケースをどのテンプレートでインポートするかを決める必要が

あります。

テンプレートは 1 ケース毎に変更できますが、CSV インポートでは 1 度に 1 つのテンプレートのテストケースし

かインポートできません。異なるテンプレートのテストケースは分けてインポートしてください。

5-1-1. Test Case (Text) テンプレート

Test Case (Text) は １つの前提条件、テスト手順、期待する結果、および実際の結果を入力する場合に使用します。
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5-1-2. Test Case (Steps) テンプレート

Test Case (Steps) は １つのテストケース内で複数の手順、手順毎に期待される結果、および結果の入力をする場

合に使用します。

結果を登録する時は、各手順毎の結果を登録することができます。
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5-1-3. Exploratory Session テンプレート

探索的テストの実施に合わせてミッションとゴールを登録できます。探索的テストを実施する場合に使用します。
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5-1-4. カスタムテンプレート

TestRail に用意されている 3 つのテンプレートとは別に、ユーザー独自のテストケーステンプレートを作成するこ

とも可能です。

詳細は、カスタマイズ の テンプレート をご確認ください。

5-2. 既存のテスト項目から不足しているフィールド、項目値を洗い出す

TestRail 上に既存のテストケースの項目と対応するフィールドが存在しない場合は、インポート操作の前にカスタ

ムフィールドを用意してください。

テストケースの ケースタイプ と 優先度 の各フィールドは、いくつかの項目値が TestRail にあらかじめ用意されて

います。インポートする既存のテストケースの項目値と合わない場合は、項目値をカスタマイズしてください。

カスタムフィールドの追加、ケースタイプと優先度の変更については、 カスタマイズ をご確認ください。

5-3. テストケースインポート (CSV)

Excel ファイル、Google Docs/Spreadsheets ファイルで管理しているテストケースを TestRail にインポートする

には、CSV インポート を利用します。

なお、日本語文字列を含むテストケースをインポートする場合は、CSV ファイルのエンコーディングを UTF-8 と

してください。Shift-JIS の場合、インポートする文字列が文字化けします。

5-3-1. Excel ファイルを CSV 形式に変更する

Excel の [ファイル] > [名前を付けて保存] でファイルの種類を [CSV (カンマ区切り) (*.csv)] を指定して保存します。

これにより、テストケースを CSV ファイルとして保存し、TestRail にインポートできます。

TestRail がテストケースを認識できるように、Excel シートのレイアウトを単純化する必要がある場合があります。

テストケースごとに 1 行または複数行の単純なレイアウトを使用することをお勧めします。

5-3-2. Google Docs/Spreadsheets ファイルを CSV 形式に変更する

Google Docs/Spreadsheets の [File] > [Download] をクリックし、.csv を選択すると、データを CSV ファイルに

エクスポートし、TestRail にインポートできます。

5-3-3. テストケースをインポートする

テストケースをインポートするプロジェクトの テストケース または テストスイートとケース タブを開きます。

画面上部のアイコンが並んだところから、CSV インポート を選択します。
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ダイアログ画面で設定を進めていきます。

1/4 画面

インポートするファイル、インポート時のオプションを設定します。

ファイル (10MBまで)

項目 概要

ファイルを選
択

TestRail にインポートする CSV ファイルを選択します。

ファイルサイズは最大 10MB です。10 MB を超えるサイズのファイルをインポートするには、
ファイルを分割する必要があります。

フォーマットとマッピング

項目 概要

新規マッピングの
設定

CSV ファイルと TestRail 項目を手動でマッピングします。

初めてインポート機能を利用する場合や新しいマッピング設定を利用する場合はこちらを
選択してください。

設定ファイルから
マッピングをロー
ド

事前に、設定ファイルに保存したマッピング設定を使って、CSV ファイルと TestRail 項目
をマッピングします。

設定ファイルは、初回のインポート操作後にダウンロードすることができます。

詳細オプション
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項目 概要

インポート先 テスト ケースを追加するベースのセクションを選択します。CSV ファイルからインポートされ
た新しいセクションおよびケースは、このセクションの下に追加されます。

ファイルエン
コーディング

CSV ファイルのファイル エンコーディングです。

日本語文字列を含むテストケースをインポートする場合は、UTF-8 エンコーディングを選択し
ます。

CSV 区切り文
字

CSV の列を区切る区切り文字を選択します。

開始行 TestRail が CSV ファイル内のテストケースの検索を開始する行のインデックスを指定します
(1 から開始)。これは、CSV ファイルの先頭の行を無視またはスキップするために使用できま
す。

ヘッダー行 上で設定した「開始行」がヘッダー行かどうかを示します。ヘッダー行は CSV ファイルを説明
する列名を含みます。

テンプレート インポートされたテスト ケースに使用するケース テンプレートを選択します。

2/4 画面

CSV ファイルの列名と TestRail のフィールドをマッピングします。

行レイアウト
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項目 概要

テストケースは
単一行を使用す
る

1/4 画面においてテストケースのテンプレートを Test Case (Text) および Exploratory
Session テンプレートを選択していて、CSV ファイル内のテストケースが 1 行 1 ケースの場
合はこちらを選択します。

テストケースは
複数行を使用す
る

1/4 画面においてテストケースのテンプレートを Test Case (Text) および Exploratory
Session テンプレートを選択していて、CSV ファイル内のテストケースが複数行で 1 ケース
の場合 (テスト手順が複数行で定義されているなど)はこちらを選択します。

1/4 画面においてテストケースのテンプレートを Test Case (Steps) を選択している場合は
こちらを選択します。

新規テストケー
スの検出に使用
する列

新しいテストケースの開始を検出する列 (たとえば、テスト ケースごとに一意の ID 列または
名前/タイトル 列) を選択してください。

マッピング

項目 概要

CSV 列 インポートする CSV ファイルのヘッダー行から取得した項目名が表示されます。

TestRail フィールド CSV ファイルの項目に合うように、右で TestRail のフィールドを選択します。

タイトルがないテストケース/レコードを無視する(例：ファイル末尾の空のレコード)

チェックボックスをチェックすると、CSV 内で「タイトル」が空値の行は、テストケースとして認
識せず、スキップします。これにより、CSV ファイルの末尾の空白行を無視することができます。
行レイアウトの 新規テストケースの検出に使用する列： で “タイトル” を選択している場合、テ
ストケースが正しくインポートできなくなります。新規テストケースの検出に使用する列： の選択
値を “タイトル” 以外にするか、このチェックボックスを外してください。

3/4画面

2/4画面においてマッピングした TestRail のフィールドが、プルダウン、リスト、ラジオボタンなどの、値を選択

するタイプのフィールドだった場合、CSV の値と、 TestRail のフィールド値をマッピングします。

マッピングが必要な項目分、設定を行います。
TestRail 側に適した値が無い場合は、ケースフィールドをカスタマイズしてください。

例) 下の画面では、CSV ファイルの 重要度 フィールドと、TestRail の 優先度 フィールドの値をそれ
ぞれマッピングしています。
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4/4画面

インポートするテストケースのプレビューを確認します。最大で 5 件のテストケースプレビューが表示されます。

プレビューで表示される内容が意図した内容ではない場合、前へ ボタンで前の設定画面に戻り、設
定を見直してください。
インポートされるテストケース数が、正しいことを確認してください。
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5-3-4. Test Case(Steps) テンプレートのテストをインポートする場合の注意事項

Test Case(Steps) テンプレートにテストケースをインポートするには、一つのテストケースに対して “手順” と

“期待される結果” を複数行に分割して用意してください。
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インポート操作時に以下の点にご注意ください。

ファイルおよび設定のロード (1/4 画面)

“テンプレート” で 「Test Case(Steps)」 を選択する

列と行のレイアウトをマッピング (2/4 画面)
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“行レイアウト” で 「テスト ケースは複数行を使用する」 を選択する
“新規テスト ケースの検出に使用する列:” で次のテストケースの行であることを判別するための列
を選択する

上の CSV ファイルの画像では「タイトル」を選択することで、2～4行目が1テストケース
目、5～7行目が2テストケース目と判断されます。

“タイトルがないテスト ケース/レコードを無視する (例: ファイル末尾の空のレコード)” チェック
ボックスを OFF にする (「タイトル」を次のテストケースの判別に使っていない場合は OFF にしな
くても結構です。)

5-4. テストケースインポート (XML)

TestRail の XML フォーマットに合わせたテストケースを XMLインポート でインポートすることができます。

注意：

①TestRail のテストケースに合ったフォーマットの XML ファイルだけをインポートすることができま

す。TestRail とは異なるツールから出力した XML ファイルなど、TestRail のテストケースフォーマットと一致

していない場合はインポートすることはできません。CSV インポートのご利用を検討してください。

②TestRail 6.3.1.1008 には、以下の既知の問題がございます。ご利用のバージョンが TestRail 6.3.1.1008 で

ある場合、本章で示すXMLフォーマットのテンプレートを利用しても、テストケースがインポートできない場

合があります。

XML ファイルを利用した新規テスト ケースの追加時にエラーが発生する

5-4-1. XML フォーマット例

TestRail にインポート可能な XML のフォーマットはテストケーステンプレートごとに異なります。
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デフォルトのテストケーステンプレートごとの XML フォーマット例です。

カスタムフィールドの利用状況によってはインポートエラーになる場合があります。後述する カスタムフィールド

の取扱いについて をご確認ください。

TestCase (Text)

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<sections>

  <section>

    <!-- テストケースをインポートするセクションの名前 -->

    <name>テストケースセクション</name>

    <cases>

      <case>

        <!-- テストケース タイトル -->

        <title>XMLテストケースインポートの確認</title>

        <!-- テストケース テンプレート -->

        <template>Test Case (Text)</template>

        <!-- テストケース タイプ -->

        <type>Usability</type>

        <!-- テストケース 優先度 -->

        <priority>Medium</priority>

        <!-- テストケース 見積もり -->

        <estimate>6000</estimate>

        <!-- テストケース 参照 -->

        <references>REQ-1, REQ-2</references>

        <custom>

          <!-- テストケース Automation Type -->

          <automation_type>

            <id>0</id>

            <value> None</value>

          </automation_type>

          <!-- テストケース Preconditions -->

          <preconds>* インポートメニューからテストデータをアプリケーションに反映させる。</preconds>

          <!-- テストケース Steps -->

          <steps>1. テスト用文書を開く

2. テスト対象機能のダイアログを表示し、テストデータ用の設定を行う。</steps>

          <!-- テストケース Expected Result -->

          <expected>* テスト対象ブラウザのテスト用解像度にて画面のレイアウトが崩れないこと</expected>

        </custom>

      </case>

    </cases>

  </section>

</sections>
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TestCase (Steps)

    <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

    <sections>

      <section>

        <!-- テストケースをインポートするセクションの名前 -->

        <name>Step</name>

        <cases>

          <case>

            <id>C115076</id>

            <!-- テストケース タイトル -->

            <title>Stepsテストケースのインポート</title>

            <!-- テストケース テンプレート -->

            <template>Test Case (Steps)</template>

            <!-- テストケース タイプ -->

            <type>Other</type>

            <!-- テストケース 優先度 -->

            <priority>Medium</priority>

            <!-- テストケース 見積もり -->

            <estimate>4000</estimate>

            <!-- テストケース 参照 -->

            <references>DH-22</references>

            <custom>

              <!-- テストケース Automation Type -->

              <automation_type>

                <id>0</id>

                <value> None</value>

              </automation_type>

              <!-- テストケース Preconditions -->

              <preconds>* 最新のマニュアルを準備すること。</preconds>

              <!-- テストケース 複数の手順と期待する結果 -->

              <steps_separated>

                <!-- 1 件目 -->

                <step>

                  <index>1</index>

                  <content>テスト用文書を開く</content>
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                  <expected>テスト用文書が開かれること</expected>

                </step>

                <!-- 2 件目 -->

                <step>

                  <index>2</index>

                  <content>テスト対象機能のダイアログを表示し、テストデータ用の設定を行う。</content>

                  <expected>表示されるダイアログで、データ設定項目が正しく表示されていること</expected>

                </step>

              </steps_separated>

            </custom>

          </case>

        </cases>

      </section>

    </sections>

Exploratory Session

    <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

    <sections>

      <section>

        <!-- テストケースをインポートするセクションの名前 -->

        <name>探索的</name>

        <cases>

          <case>

            <!-- テストケース タイトル -->

            <title>探索的テストケースのインポート</title>

            <!-- テストケース テンプレート -->

            <template>Exploratory Session</template>

            <!-- テストケース タイプ -->

            <type>Other</type>

            <!-- テストケース 優先度 -->

            <priority>High</priority>

            <!-- テストケース 見積もり -->
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            <estimate>3600</estimate>

            <!-- テストケース 参照 -->

            <references>DH-17</references>

            <custom>

              <!-- テストケース Automation Type -->

              <automation_type>

                <id>0</id>

                <value> None</value>

              </automation_type>

              <!-- テストケース Mission -->

              <mission>○○であることを確認する</mission>

              <!-- テストケース Goals -->

              <goals>システム内全ての画面(全XX画面)で確認が完了している</goals>

            </custom>

          </case>

        </cases>

      </section>

    </sections>

5-4-2. カスタムフィールドの取扱いについて

カスタム フィールドは、custom タグの下にグループ化され、XML 識別子/タグとして ([管理] > [カスタマイズ] で

設定した) システム名を使用します。

インポート形式と動作の詳細は、実際のカスタムフィールドのタイプによって異なります。

次の表は、さまざまなカスタムフィールドタイプのインポート形式の一覧です。

タイプ サンプル値 説明

Checkbox true "true" または "false" (引用符なし)

Date 2010-07-01 yyyy-mm-dd 形式の有効な XML 日付文字列

Dropdown <id>5</id> <id> タグで囲まれた値の ID (管理エリアのカスタム フィー
ルド オプションで設定されている)

Integer 1022 単純な整数

Milestone <id>2</id> <id> タグで囲まれたマイルストーンの ID

Multi-select <item>
<id>1</id>
</item>
<item>
<id>2</id>
</item>

<item> レコードのリスト。それぞれ独自の ID を持つ
(Dropdown 値のリストのように)
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Steps <step>
<index>1</index>
<content>Step 1<content>
<expected>Result 1<expected>
</step>
<step>
<index>2</index>
<content>Step 2<content>
</step>

<step> レコードのリスト。それぞれ独自のインデックス、
コンテンツ、およびオプションとして期待される結果を持つ。

String/Text Foobar 単純な文字列

URL (Link) http://google.com/ 文字列としての単純な URL

User <id>3</id> <id> タグで囲まれたユーザーの ID

ヒント

インポート機能とエクスポート機能は同じファイル形式を使用しています。

ご利用環境でカスタムフィールドを利用しているなど、XML フォーマットが複雑な場合は、既存のテストスイート

のエクスポート機能を利用して XML フォーマットを確認したり、エクスポートしたファイルに、テストケースを

定義すると便利です。

※インポートする時、TestRail に元々存在していたテストケースを再追加しないようにご注意ください。

5-5. リンク

前の章：4. カスタマイズ
次の章：6. 高度な設定
関連マニュアル：カスタム フィールドの設定
関連マニュアル：テスト ケースとセクションのインポート (Excel/CSV)
関連マニュアル：テスト ケースとセクションのインポート (XML)
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6. 高度な設定

本章では、TestRail をより効果的に利用していただくための設定について説明します。

6-1. TestLink からの移行

TestLink から TestRail への移行用のスクリプトを用意しています。

スクリプトを利用することで、TestLink からエクスポートした XML ファイル TestRail の XML インポートファイ

ル形式に変換できます。

詳細は 移行：TestLink をご確認ください。

6-2. 課題/要件管理ツール連携

TestRail と課題/要件管理ツールを統合すると次のことができるようになります。

課題/要件管理ツール共通
TestRail 上から統合したツールのチケット画面を開く

要件や課題チケットをテストケース/テスト結果/テストランと関連付けている
場合に、TestRail からチケット画面に遷移することができます。

TestRail 上から統合したツールの新規チケット登録画面を開く
TestRail のテストケース/テスト結果/テストランから要件や課題チケットの新
規登録画面に遷移し、チケットを登録することができます。

TestRail 上から統合したツールのチケット情報を閲覧する
要件や課題チケットをテストケース/テスト結果/テストランと関連付けている
場合に、TestRail から移動せずにチケット情報を確認することができます。

課題管理ツール
TestRail 上から統合したツールの新規チケットを登録する

TestRail のテスト結果から課題管理ツールへ移動せずに新規課題チケットを登
録することができます。

6-2-1. 欠陥 - 課題管理ツール連携

欠陥機能を利用して TestRail と課題管理ツールを連携すると、課題管理ツールに保存されたバグや課題と TestRail

のテストおよびテスト結果をリンクすることができます。

欠陥機能では以下の 2 つをサポートしています。

欠陥 URL
欠陥プラグイン

欠陥 URL

欠陥 URL を使用すると、以下のことができるようになります。

TestRail から課題管理ツール上の、新規課題/チケット作成画面に遷移して新しい課題/チケットを作
成する
TestRail から課題管理ツール上の 課題/チケットページに遷移する
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欠陥 URL は [管理] > [統合] > [欠陥] タブ で設定することができます。

欠陥表示 URL

課題管理ツールの課題/チケットを表示するための URL アドレスです。

テスト結果の 欠陥 フィールドに課題管理ツールの課題/チケットの ID を登録しておくと、TestRail から画面遷移

することができます。

欠陥表示 URL に登録する URL の形式はご利用の課題管理ツールによって異なります。 TestRail と統合可能なツー

ルと、そのツールの詳しい設定方法については、TestRail の統合 ツールごとの手順 をご確認ください。

動作例

テスト結果の欠陥フィールドに課題/チケットの ID を設定 (ここでは 123 を指定)

入力した ID がリンクになります。
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リンクをクリックすると、課題管理ツール (ここでは Redmine) の課題/チケットに遷移します。

欠陥追加 URL

課題管理ツールに新しい課題/チケットを追加する画面を表示するための URL アドレスです。

この URL を使うと、テスト結果の登録画面から課題管理ツールの新規課題/チケット追加画面に遷移することがで

きます。

欠陥追加 URL に登録する URL の形式は、ご利用の課題管理ツールによって異なります。TestRail と統合可能なツー

ルと、そのツールの詳しい設定方法については、TestRail の統合 ツールごとの手順 をご確認ください。

動作例

「結果の追加」画面において欠陥フィールド横の 追加 リンクをクリックします。
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課題管理ツール (ここでは Redmine) の新規課題/チケット作成画面が起動します。

課題/チケットを作成して、課題/チケット ID を取得します。
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取得した ID を TestRail の「テスト結果の追加」画面 の 欠陥 フィールドに登録します。(自動で登録
されないため、手動で登録する必要があります。)

テスト結果を登録後 欠陥表示 URL の機能を使って、テスト結果から課題管理ツールの課題/チケッ
トにアクセスすることができます。

欠陥 プラグイン

6.advanced 49



6. 高度な設定

Copyright (c) 2021 TechMatrix Corporation. All rights reserved.

欠陥プラグインを利用すると、以下のことができるようになります。

TestRail から課題管理ツールの新規課題/チケットを作成する
TestRail から課題管理ツールの課題/チケット情報を閲覧する

欠陥プラグインは [管理] > [統合] > [欠陥] タブ で設定することができます。

プルダウンから、連携する課題管理ツールを選択します。利用できる課題管理ツールについては、TestRail の統合

ツールごとの手順 をご確認ください。

ツールを選択すると、自動で設定に必要な項目が下のテキストフィールドに挿入されますので、ご利用の環境に合

わせて変更してください。
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課題管理ツールのユーザー名、パスワードを、共通で使用せず、TestRail のログインユーザー毎に変更されたい場

合は、ユーザー変数を利用します。各ユーザーの個人設定から、課題管理ツールへのログインユーザー、パスワー

ドを設定することができるようになります。

ユーザー変数の利用方法は、欠陥：ユーザー変数 をご確認ください。

動作例

テスト結果の欠陥フィールドの プッシュ リンクをクリックします。

表示される「欠陥のプッシュ」画面に課題/チケットの登録に必要な情報を追加して 登録 ボタンを
押下します。
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登録に成功すると「結果の追加」画面の 欠陥 に自動で、課題/チケット ID が挿入されます。

結果を追加すると、TestRail 上から課題/チケット ID のリンクを利用して、課題管理ツール (ここで
は Redmine) 上の課題/チケットを確認できます。
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TestRail 上の 課題/チケット ID のリンクにマウスカーソルをあてると、ポップアップ表示で課題/チ
ケットの最新情報を確認できます。
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欠陥プラグインのカスタマイズ

デフォルトで用意している欠陥プラグインは、TestRail がサポートしている課題管理ツールの標準的な構成で利用

できるようになっています。課題管理ツール側でカスタムフィールドが存在し、かつ、必須項目に設定している場

合などは用意されているデフォルトの欠陥プラグインでは課題/チケットの登録ができない場合があります。

その場合、ご利用環境に合わせて欠陥プラグインをカスタマイズしていただくことが可能です。

欠陥プラグインのカスタマイズについては、カスタム欠陥プラグインの作成 、例：欠陥プラグインのカスタマイズ

をご確認ください。

また、テクマトリックスでは Redmine のカスタムフィールドに対応したカスタム欠陥プラグイン をご提供してい

ます。

6-2-2. 参照 - 要件管理ツール連携

参照機能を利用して TestRail と要件管理ツールを連携すると、要件管理ツールに保存された要件と TestRail のテス

トケースやテストランをリンクすることができます。

参照機能では以下の 2 つをサポートしています。

参照 URL
参照プラグイン

参照 URL

参照 URL を使用すると、以下のことができるようになります。

TestRail から要件管理ツール上の、要件作成画面に遷移して新しい要件を作成する
TestRail から要件管理ツール上の 要件ページに遷移する

6.advanced 54

https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-integration/defects-plugins-custom
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-integration/defects-plugins-custom
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-integration/defects-plugins-custom
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-integration/defects-plugins-custom
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-integration/defects-plugins-custom
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-integration/defects-plugins-examples
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-integration/defects-plugins-examples
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-integration/defects-plugins-examples
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-integration/defects-plugins-examples
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-question/start#redmine_連携用カスタム欠陥プラグイン
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-question/start#redmine_連携用カスタム欠陥プラグイン
https://docs.testrail.techmatrix.jp/testrail-question/start#redmine_連携用カスタム欠陥プラグイン


6. 高度な設定

Copyright (c) 2021 TechMatrix Corporation. All rights reserved.

参照URL は [管理] > [統合] > [参照] タブ で設定することができます。

参照表示 URL

要件管理ツールの要件表示するための URL アドレスです。

この URL を使うと、テストケースやテストランの 参照 フィールドに要件管理ツールの要件 ID を登録しておくと、

TestRail から画面遷移することができます。

参照表示 URL に登録する URL の形式は、ご利用の要件管理ツールによって異なります。TestRail と統合可能なツー

ルと、そのツールの詳しい設定方法については、TestRail の統合 ツールごとの手順 をご確認ください。

動作例

テストケースの参照フィールドに要件の ID を設定 (ここでは 123 を指定)

入力した ID がリンクになります。

リンクをクリックすると、要件管理ツール (ここでは Redmine) の要件に遷移します。
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参照追加 URL

要件管理ツールに新しい要件を追加するための画面を表示するための URL アドレスです。

この URL を使うと、テストケースやテストランの登録画面から要件管理ツールの新規要件追加画面に遷移すること

ができます。

参照追加 URL に登録する URL の形式は、ご利用の要件管理ツールによって異なります。TestRail と統合可能なツー

ルと、そのツールの詳しい設定方法については、TestRail の統合 ツールごとの手順 をご確認ください。

動作例

「テスト ケースの追加」画面において参照フィールド横の 追加 リンクをクリックします。

要件管理ツール (ここでは Redmine) の新規要件作成画面が起動します。
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要件を作成して、要件 ID を取得します。

取得した ID を TestRail の「テストケースの追加」画面 の 参照 フィールドに登録します。(自動で登
録されないため、手動で登録する必要があります。)
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テストケースを登録後 参照表示 URL の機能を使って、テストケースから要件管理ツール (ここでは
Redmine) の要件にアクセスすることができます。

参照プラグイン

参照プラグインを利用すると、以下のことができるようになります。

TestRail から要件管理ツールの要件情報を閲覧する

参照プラグインは [管理] > [統合] > [参照] タブ で設定することができます。

プルダウンから、連携する要件管理ツールを選択します。利用できる要件管理ツールについては、TestRail の統合

ツールごとの手順 をご確認ください。
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ツールを選択すると、自動で設定に必要な項目が下のテキストフィールドに挿入されますので、ご利用の環境に合

わせて変更してください。

動作例

TestRail 上の要件 ID のリンクにマウスカーソルをあてると、ポップアップ表示で要件の情報を確認
されます。
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6-2-3. プロジェクト毎の課題/要件管理ツール連携

[管理] タブ > [統合] で設定した場合、TestRail 上の全てのプロジェクトに対して有効な設定になります。

プロジェクト毎に利用している課題/要件管理ツールが異なる場合は、[管理] タブ > [プロジェクト] で設定を変更す

るプロジェクトを選択後、[欠陥] タブ、[参照] タブで設定してください。

6-3. API 有効化

TestRail の REST API を利用する場合や、Ranorex と連携する場合、[管理] タブ > [サイト設定] > [API] タブから

API の有効化が必要です。

6-4. リンク

前の章：5. テストケースのインポート
次の章：7. その他
関連マニュアル：TestRail の統合
関連マニュアル：TestRail API (v2)
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7. その他

本章では、知っていると便利な TestRail の Tips を紹介します。

7-1. バックアップと復元

TestRail には自動バックアップ機能がありません。そのため、定期的に TestRail のバックアップを取得することを

推奨いたします。

TestRail のバックアップは以下の 4 点を取得してください。

データベース
インストールディレクトリ
添付ファイル
レポートファイル

7-1-1. データベース

バックアップ

ご利用のデータベースに応じて以下のようなツールを利用して論理バックアップを取得してください。

MySQL (Linux/Unix 環境) の場合：mysqldump または phpMyAdmin
SQL Server (Windows 環境) の場合： SQL Server Management Studio

TestRail インストールマシンの OS 間マイグレーション時 (Windows ⇒ Linux/Unix、Linux/Unix ⇒ Windows) は、

データ移行用のスクリプトをご用意しておりますのでお問い合わせください。

復元

ご利用のデータベースに応じてバックアップを復元します。

バックアップを取得したデータベースと同じバージョンのデータベースでバックアップを復元してください。(デー

タベースのバージョンアップが必要な場合、復元後にバージョンアップしてください。)

MySQL (Linux/Unix 環境)
論理的な MySQL バックアップには、データベースを復元するための SQL コマンドが含ま
れているので、データベースに対して論理バックアップ ファイルを適用します。それには、
mysqlコマンド ライン ツールを使用して以下を実行します。

mysql -u <username> -p –default-character-set=utf8 <database> <
backup.sql

<username> を MySQL のログイン名に、<database> をデータベー
ス名に置き換えてください。

TestRail のインストールで作成された空のデータベースが、バックアップの既存データに
置き換えられます。コマンドを実行する前に、復元先が正しいデータベースとマシンであ
るかを再確認してください 。

SQL Server (Windows 環境)
SQL Server Management Studio からデータベースに対してバックアップ SQL ファイル
を実行します。
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Management Studio でスクリプトを実行する前に、左上隅のドロップダウンで
正しいデータベースが選択されていることを確認してください)。

あるいは、sqlcmd コマンド ライン ツールを使って、次のようにスクリプトを実行するこ
ともできます。

sqlcmd -x -f 65001 -S localhost -U <username> -d <database> -i backup.sql
<username> をログイン名に、<database> をデータベース名に置き
換えてください。

TestRail のインストールで作成された空のデータベースが、バックアップの既存データに
置き換えられます。コマンドを実行する前に、復元先が正しいデータベースとマシンであ
るかを再確認してください 。

7-1-2. インストールディレクトリ

TestRail のインストールディレクトリには、TestRail の設定ファイル (データベース接続情報などが定義されてい

ます) やログファイル、カスタムスクリプトなどが含まれます。

バックアップ

TestRail インストールディレクトリをそのままコピーしてバックアップを取得してください。

復元

以下の手順でインストールディレクトリを復元してください。

取得したバックアップの復元の前に、バックアップを取得したバージョンと同じバージョンのインス
トールモジュールをご利用環境にインストールします。

古いバージョンのインストールモジュールが必要な場合は、お問い合わせください。
取得したバックアップを TestRail インストールディレクトリに上書きします。
TestRail が正常に動作することを確認します。

注意

復元環境がバックアップを取得した環境と異なる場合、[管理] で以下の設定を変更する必要があります。

[サイト設定] > [アプリケーション] タブ > 添付ファイルのディレクトリ
[サイト設定] > [アプリケーション] タブ > レポートのディレクトリ
[サイト設定] > [電子メール] タブ > Email サーバー
[サイト設定] > [電子メール] タブ Email 送信元アドレス
TestRail インストールディレクトリの config.php

7-1-3. 添付ファイル

TestRail 上にアップロードした添付ファイルの格納先を確認してください。

[管理] > [サイト設定] > [アプリケーション] タブ > 添付ファイルのディレクトリ

バックアップ

添付ファイル格納先のディレクトリをそのままコピーしてバックアップを取得してください。
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復元

バックアップで取得したディレクトリを復元してください。

7-1-4. レポートファイル

作成したレポートの格納先を確認してください。

[管理] > [サイト設定] > [アプリケーション] タブ > レポートのディレクトリ

バックアップ

レポート格納先のディレクトリをそのままコピーしてバックアップを取得してください。

復元

バックアップで取得したディレクトリを復元してください。

7-2. ポートを変更する

TestRail が利用するポートを変更するには、TestRail を稼働している WEB サーバー (IIS または Apache) の設定を

変更します。

7-2-1. Apache (Linux/Unix 環境) でポートを変更する

※ ご利用の環境によっては操作手順が異なる可能性がございます。

Apache の設定ファイルを開きます。
例：vi /etc/apache2/ports.conf

Listen XX と記載されている行を任意のポートに変更してファイルを保存します。

Apache を再起動します。
service apache2 restart

7-2-2. IIS (Windows 環境) でポートを変更する

※ IIS 10 で動作確認をしています。ご利用バージョンによっては操作手順が異なる可能性がございます。

[スタート] メニューから [プログラム] > [Windows 管理ツール] > [インターネットインフォメーショ
ンサービス(IIS)マネージャ] を起動します。
[サイト] から、TestRail 用のサイト設定を選択し、右クリック > [Web サイトの管理] > [停止] を選
択します。
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[操作] > [バインド] をクリックします。

[編集] をクリックします。
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ポートを任意の値に変更後、設定を保存します。

[サイト] から、TestRail 用のサイト設定を選択し、右クリック > [Web サイトの管理] > [開始] を選
択します。
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7-3. 添付ファイルのアップロード上限サイズを変更する

テストケースやテスト結果にファイルを添付すると「Maximum upload size was exceeded」が表示されてしまう

場合、ご利用環境の php の設定を変更してください。

php.ini の以下の2つの項目を変更し、Webサーバーを再起動してください。

# 変更例です。ご利用環境に合わせて変更してください。

post_max_size=64M

upload_max_filesize=64M

7-4. プロキシサーバーを設定する

TestRail サーバーから外部サイトへのアクセスにプロキシが必要な場合は、TestRail にプロキシサーバーの設定が

必要です。

TestRail の config.php ファイルをテキストエディタで開き、DEPLOY_PROXY_HOST オプションと

DEPLOY_PROXY_PORT オプションを有効にします。

define('DEPLOY_PROXY_HOST', 'proxy-hostname-or-ip'); // Proxy サーバーのホスト名またはIPアドレス

define('DEPLOY_PROXY_PORT', 8080); // Proxy サーバーのポート

define('DEPLOY_PROXY_USER', 'proxy-user'); // (不要な場合は削除)Proxy サーバーユーザー名

define('DEPLOY_PROXY_PASSWORD', 'proxy-password'); // (不要な場合は削除)Proxy サーバーパスワード)

7-4-1. LB (ロードバランサ) で SSL を終端させている環境で利用する

TestRail は https 経由でアクセスされたことを認識できないため、URL をオーバーライドする必要があります。 以
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下の 2 点を実施してください。

TestRail の config.php ファイルをテキストエディタで開き、DEPLOY_REQUEST_SERVER オプショ
ンと DEPLOY_REQUEST_PATH オプションを有効にします。

define ('DEPLOY_REQUEST_SERVER','https://');

define ('DEPLOY_REQUEST_PATH','testrail.mycompany.com');

TestRail の以下の画面から、Web アドレス の URL も同様に “https://XXXX” に変更します。
[管理] > [サイト設定] > [アプリケーション] タブ > Web アドレス

7-5. リンク

前の章：6. 高度な設定
関連マニュアル：TestRail 入門
関連マニュアル：TestRail のバックアップを作成
関連マニュアル： TestRail のバックアップを復元
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お問い合わせ先

テクマトリックス株式会社
ソフトウェアエンジニアリング事業部

03-4405-7853

testrail-info@techmatrix.co.jp

http://www.techmatrix.co.jp/product/testrail/
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